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百万円

（前年同期比　＋32%）

2

決算ハイライト ： 第2四半期　累計

213百万円

（前年同期比　＋59%）

136
（前年同期比　＋60%）

百万円

・ 売上高は前年同期比32%増。 通期業績予想に対して引き続き好調

・ ビジネス関連の利用数が堅調に推移。 コロナ禍を契機に増加したワークボックスやコワーキング施設の　　 

利用がコロナ収束後も拡大

・ 利益は大きく伸長。 限界利益率の高さと生産性の向上が利益に寄与

売上高 営業利益 当期純利益

868
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2025年３月期 第２四半期 業績

成長戦略
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Q1
（ 4〜6月 ）

Q2
（ 7〜9月 ）

Q3
（ 10〜12月 ）

Q4
（ 1〜3月 ）

約 54% 〜 57%(※2)約 43% 〜 46%(※2)

インスタベースへの認知とニーズが最も高まる時期は、当社第３四半期である「10月〜12月」

利用総額等の各種重要指標は下半期に偏重する傾向がある

※1　シーズナリティを表したイメージ図となります　　

※2　過去３期分の実績を元にレンジで記載しています

5

レンタルスペース領域におけるシーズナリティ(※1)01
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2022年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2023年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2024年 3月期 2025年 3月期

425

342
316328

270
245

227
252

219
191

317

404

＋33%

成長戦略に基づいた取組が実を結び、前年同期比33%増と大きく成長

6

01 四半期推移 ： 売上高

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

456
412

単位： 百万円
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単位： 百万円

121

73

90

66

47

-9

84

56

80

61

78

50

42

26

34

19

25
28

16
19

21
29

20
23

0%

10%

20%

30%

40%

50%

営業利益

営業利益率

＋64%

-4

売上高の増加が営業利益に大きく寄与し、前年同期比64%増の高い成長を実現

営業利益率は前年同期の21%に対して26％で着地

7

01 四半期推移 ： 営業利益および営業利益率

120

26

2022年 3月期 2023年 3月期 2024年 3月期 2025年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

93
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利用数

663千件

（業績予想進捗率　51%）

平均単価 利用総額

（業績予想進捗率　48%）

29億円

第2四半期累計

掲載スペース増加数

（業績予想進捗率　58%）

4.3千件

掲載スペース数

38.5千件

8

01

過去最高

重要指標の進捗(累計)

利用数・利用総額ともに前年同期比32%増と大きく成長

掲載スペース数は4,300件増加し、38,500件で着地

4.4千円
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効果的なオンライン集客により、サイトへの流入数が増加

特に少人数利用が飛躍的に拡大

9

01 重要指標の成長推移 ： 利用数

2022年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2023年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2024年 3月期 2025年 3月期

315
289

262
235237

213
194

178181175
152

242

294

＋33%

2021年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

122
106

78

49

単位： 千件

348

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2
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2022年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2023年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2024年 3月期

4.9

4.44.5
4.7

4.14.04.0

4.4

3.94.0
4.3

＋ 1 %

2021年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

4.1

4.7

4.2

3.7

全ての価格帯において利用数が増加

特に少人数利用が飛躍的に拡大したことで平均単価は横ばい

10

単位： 千円

01 重要指標の成長推移 ： 平均単価

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

2025年 3月期

4.6
4.4 4.3
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利用数の増加を背景に、利用総額も大きく成長

前年同期比32%増となり、過去最高を記録

2022年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2023年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2024年 3月期

1,3821,418

1,143
1,055

1,112

862
779

711
792

678
602

1,051

1,347

＋32%

2021年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

494497

330

178

11

単位： 百万円

01 重要指標の成長推移 ： 利用総額

1,514

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

2025年 3月期
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2022年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2023年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2024年 3月期2021年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

36.3

32.2
29.8

26.8
25.224.5

20.4
19.0

17.5

14.1
12.8

28.3

34.2

11.010.09.38.6

※　掲載スペース数は、各期末の末日の掲載スペース数となります。

大手企業とのアライアンス拡大により、前年同期比29%増で着地

新たなスペースを拡充していくことで、より魅力的なサービスへ

12

単位： 千件

01 重要指標の成長推移 ： 掲載スペース数

38.5

＋29%

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

2025年 3月期
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2020年3月期

2021年3月期

2022年3月期

2023年3月期

2024年3月期

2025年3月期

83

126 +52% +43

327 +158% +200

406 +24% +79

503 +24% +97

663 +32% +160

5.4

4.0 - 25% - 1.4

3.9 - 3% - 0.1

4.0 +3% +0.1

4.4 +8% +0.3

4.4 +0% +0.0

446

508 +14% +62

1,280 +152% +772

1,640 +28% +360

2,194 +34% +554

2,897 +32% +702

6.9

9.3 +35% +2.4

14.1 +51% +4.8

24.5 +74% +10.4

29.8 +22% +5.3

38.5 +29% +8.7

× =

× =

× =

× =

× =

× =

13

01 重要指標における成長率は順調に推移

前年比 増減件数 前年比 増減額 前年比 増減額 前年比 増減件数

利用数（千件） 平均単価（千円） 利用総額（百万円） 掲載スペース数（千件）× =× =F Y

第２四半期（累計）
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2020年3月期

2021年3月期

2022年3月期

2023年3月期

2024年3月期

利用数（千件） 平均単価（千円） 利用総額（百万円） 掲載スペース数（千件）× =

210

354 +69% +144

686 +94% +332

878 +28% +192

1,086 +24% +209

5.6

4.2 - 24% - 1.3

4.1 - 4% - 0.2

4.3 +7% +0.3

4.6 +5% +0.2

1,164

1,500 +29% +335

2,783 +86% +1,283

3,807 +37% +1,024

4,959 +30% +1,152

8.1

11.0 +36% +2.9

19.0 +72% +8.0

26.8 +41% +7.8

34.2 +28% +7.4

× =

× =

× =

× =

× =

14

01 重要指標における成長率は順調に推移

F Y

通 期

前年比 増減件数 前年比 増減額 前年比 増減額 前年比 増減件数

2025年3月期
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+33%

+26%

+64%

+64%

+64%

会計期間
（2024.07-09）

2024年3月期

Q2 実績
前年同期比

累計期間
（2024.04-09）

2024年3月期

Q2 実績
前年同期比

2025年3月期

業績予想
前期比

売上高

販管費

営業利益

経常利益

当期純利益

342

254
(74%)

73
(21%)

73
(21%)

45
(13%)

659

497
(75%)

134
(20%)

134
(20%)

85
(13%)

+32%

+26%

+59%

+59%

+60%

1,806

1,346
(75%)

380
(21%)

380
(21%)

255
(14%)

+21%

+23%

+14%

+13%

+12%

48%

46%

56%

56%

54%

456

320
(70%)

120
(26%)

120
(26%)

75
(16%)

868

2025年3月期

Q2 実績

624
(72%)

213
(25%)

214
(25%)

136
(16%)

2025年3月期

Q2 実績

業績予想

進捗率

01 2025年３月期 第２四半期 業績

単位： 百万円

（）内は対売上高比率

15



© Rebase, Inc. All Rights Reserved.

＋　　　 その他販管費 7

地代家賃

業務委託費 +　　　 1

支払手数料 ＋　　　 11

人件費等 ＋　　　 27

広告宣伝費 ＋　　　 18

55

62

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

役員報酬の増加（前年同期比 ３百万円）など

（対売上高比率：14%、前年同期比：+13%）

現本社オフィスへの移転後、変動なし

（対売上高比率：３%、前年同期比：０%）

事業の成長に伴い業務委託費が微増

（対売上高比率：５%、前年同期比：+8%）

事業拡大に伴う決済手数料の増加

（対売上高比率：13%、前年同期比：+24%）

前年同期と比べて６名増員、第１四半期より賞与引当金を計上

（対売上高比率：18%、前年同期比：+49%）

利益確保できるROAS指標をベースに検索広告への出稿額を増額

（対売上高比率：18%、前年同期比：+30%）

2024年3月期

第２四半期会計期間

2025年3月期

第２四半期会計期間

254

320

16

※  人件費等には、給与手当、法定福利費、賞与、賞与引当金繰入、採用費が含まれています。

※  ROAS指標とは、インスタベースの利用総額 ÷ 広告宣伝費 の比率（Return On Advertising Spendの略）

01 販管費の内訳（前年同期比較）

-  

単位： 百万円

47

20

55

12

63
82

59

82

22
12

販管費をコントロールしながらも、着実に売上高を成長

広告宣伝費の対売上高比率については、前年同期比で約1%減少
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82

82

59

22
12

62

7063
3535

14 18
36 35

34

41

58 53 50

20

80

87

81

2022年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2023年 3月期

29

23

29
37

55

25
8

3
46

40

39

14

27
3

107

158 162

71

36

17

63

8

40

44

23
14

37

12
18

53

46

50

19
12

45

70

47

25
12

50

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

53

50

25
12

50

55

47

12

55

58

53

27
12

58

55

27
12

56

70

58

21
12

59

※ 人件費等には、給与手当、法定福利費、賞与、賞与引当金繰入、採用費が含まれています。

232

192 198

231

258

290
309

その他

地代家賃

業務委託費

支払手数料

人件費等

広告宣伝費

2024年 3月期 2025年 3月期

17

単位： 百万円

01 販管費の内訳（四半期推移）

Q2

320

242
254

303
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+ 8%

- 9%

+ 33%

+ 9%

- 1%

2024年3月期

期末
前期末比

現預金

その他流動資産

固定資産

資産合計

流動負債

1,124

153

187

1,466

491

1,212

140

248

1,601

488

2025年3月期

第２四半期末

+ 0%

- 1%

+ 14%

固定負債

負債合計

純資産合計

4

495

970

4

493

1,108

+ 9%負債純資産合計 1,466 1,601
資 産 負債純資産

自己資本比率

69%

M&Aを含む投資活動等により、前期末比で固定資産が増加

18

単位： 百万円

01 BSサマリ

固定資産

249

その他流動資産
138

現預金

1,086

純資産

1,032

流動負債

437

固定負債
4

現預金

1,212

その他流動資産
140

固定資産

248

純資産

1,108

流動負債

488

固定負債
4
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2025年３月期 第２四半期 業績

成長戦略

Appendix （会社概要 / 事業概要）

01

02

03



© Rebase, Inc. All Rights Reserved.

掲載スペース数の最大化

既存カテゴリーにおけるスペース数拡充 新規スペースカテゴリーの開拓 大手企業とのアライアンス拡大

利用数の最大化

利用総額の最大化

各重要指標の向上施策を着実に実行し利用総額を最大化

サービス体験の向上を図りリピート率およびLTVを最大化することで事業拡大へ

※　LTVとは、Life Time Value（ライフ タイム バリュー）の略称。「顧客生涯価値」を指し、｢一人のユーザーが、その取引期間を通じて企業にもたらす価値の合計｣を意味します。

既存集客チャネルからの集客強化

新たな集客チャネルの開拓

サービス認知度の向上

　集客力の強化1
スペース予約体験の最適化

スペース利用体験の向上

再利用の促進と利用頻度向上

　UI/UXの最適化2
長時間利用の獲得

大人数利用の獲得

法人利用の獲得

   平均単価の向上3

4

20

02 インスタベースの成長戦略
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取　組

大阪府住宅供給公社

とのサービス連携

コインスペース

とのサービス連携

ゴールドジムとのサービス連携

東京電力HD「SoloTime」

とのサービス連携

ラボたまとの連携

国土交通省

「空き家対策モデル事業」への採択

概　要 集客力の強化 UI/UXの最適化 平均単価の向上 掲載スペース数の最大化

賃貸住宅内の集会所を掲載することで、

入居者だけでなく誰でも予約・利用ができる

官民連携のロールモデルに

新規スペースカテゴリー

「ワークボックス」

「グランピング・キャンプ場」

全国の商業施設にワークスペースを展開する

「コインスペース」の56店舗、603席を掲載

THINKフィットネスが運営する

「ゴールドジム」77施設、スタジオ138スペースを掲載

相対的に高単価の利用が見込めるため、

平均単価の向上にも寄与

生活圏内である郊外にも拠点のある

「Solotime」の直営店45店舗の730スペースを掲載

ライフスタイルに合わせた働き方をデザイン可能に

りそなグループ ラボたまと連携し、

埼玉県における空き家の活用をサポート

本連携を通して得られた知見・事業モデルをもとに

空き家利活用の全国展開を目指す

新規スペースカテゴリーの生成により、

キーワード検索によるSEOの効率化

およびサイト内検索の容易性に寄与

1 2 3 4

成長戦略に基づき各種取組を実施

大手企業とのアライアンス拡大により掲載スペース数が増加

21

トピックスサマリ02
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働き方の多様化に対応し、テレワークオフィス・コワーキングスペース等の掲載を拡大

ビジネス利用はリピート率も高いため、利用数の伸長が見込める

03

勉強・読書レッスン・講座 趣味/遊び/パーティー

スポーツ・フィットネス 美容・セラピー 撮影・収録 その他

※　リピート率とは、同一用途で２回以上予約している方による予約数の割合。2023年10月から2024年9月の実績

22

ビジネス関連施設の掲載を拡大（SoloTime／コインスペース）

 76  %  68  %  70  % 

 76  %  84  %  55  %  67  % 

ビジネス

 74  % 
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20%

30%

40%

コロナ禍を契機に、ビジネス関連施設と戦略的に提携を開始

コロナ収束後もビジネス需要は拡大し、インスタベースの成長を牽引

23

ビジネス関連施設との戦略的提携02

Cocodesk / ビッグエコー

テレワーク支援キャンペーン実施

H1T / 京都トヨタ

2022年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2023年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

2024年 3月期2021年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

2025年 3月期2020年 3月期

Q1 Q2 Q3 Q4

Work×ationSite

ビッグエコー 追加掲載

SoloTime / コインスペース

テレキューブ

ビジネス利用数

ビジネス利用の割合（左軸）
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領 域 狙 い 例

優
先
度

高

低

インスタベースの

成長戦略に寄与

  ITプラットフォーム

不動産周辺

新 規 領 域

既存事業を

活かした領域拡大

新規市場の獲得

・ 集客に繋がるメディア

・ スペース利用の体験価値を高めるプロダクト

・ カテゴリー特化型スペースのプラットフォーム

・ スペースカテゴリーの拡張に寄与するプロダクト

インスタベースの成長戦略に寄与する投資を優先的に実行

既存事業の周辺領域も投資対象とする

・ スキルシェア、フリーランス等のプラットフォーム

・ 宿泊等のプラットフォーム

・ リノベーション系のソリューションを持つ企業

・ 空き家利活用関連の企業

・ 宿泊施設等の運営企業

24

当社におけるM&Aの方針02



© Rebase, Inc. All Rights Reserved.

遊休スペースの開放1

スペース利活用の促進2

スペースを軸とした
経済活動の発展3

スペースシェア市場

4.8 兆円 (※1)
（年平均成長率 29.0%）

貸し会議室・
レンタルスペースの市場

1.7 兆円 

（年平均成長率 25.4%）

（推計）

1,790 億円
貸し会議室・レンタルスペース等

の市場（推計） (※2)

3,797億円スペースシェア市場  (※1)

2022年度 2032年度

38.1 億円インスタベース利用総額

市場シェア

2%

スペースシェア市場は2032年度には4.8兆円市場にまで拡大

成長過程をフェーズ分けし段階的に的確なアプローチで確かな成長を実現する

※1  株式会社情報通信総合研究所「シェアリングエコノミー関連調査 2022年度調査結果」(2023年１⽉ 発表) より引用
※2  「2018年版 サービス産業要覧」（株式会社富士経済ネットワークス）、「自動車関連インフラシステム/パーキング&シェアサービスの市場予測 2019」（株式会社富士経済）、
　　　 「貸会議室市場に関する調査（2019年）」（矢野経済研究所によるプレスリリース）から当社にて推計

25

市場規模02
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本四半期決算に関する説明会は、リアルタイムでのオンライン配信

後日、動画と合わせて書き起こし記事も公開予定

　決算発表日 2024年11月13日

　決算説明会 2024年11月13日

https://go.sbisec.co.jp/ir/ir_top.html

　書き起こし記事公開日 2024年11月下旬予定

https://finance.logmi.jp/companies/4110

決算に関するご質問等がございましたら、オンライン説明会当日もしくは当社IRサイトのお問い合わせフォーム

からご質問をいただけますと幸いです。

IRサイト お問い合わせフォーム

https://www.rebase.co.jp/ir-inquiry/

なお、これまでいただいている決算に関するFAQにつきましては、以下URL先にまとめておりますので、

あわせてご参照いただけますと幸いです。

https://www.qastation.jp/Rebase-8b8fbccbfa1441b5948e8d96603d2ee4

26

決算説明動画および質疑応答について

https://go.sbisec.co.jp/ir/ir_top.html
https://finance.logmi.jp/companies/4110
https://www.rebase.co.jp/ir-inquiry/
https://www.qastation.jp/Rebase-8b8fbccbfa1441b5948e8d96603d2ee4
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　会社名 株式会社Rebase

　所在地 〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 4-26-18

原宿ピアザビル 5階

　代表取締役 佐藤 海

　設立日 2014年 4月 8日

　資本金 1億6,853万円（2024年9月末時点）

　従業員数 39 名（2024年9月末時点）

　事業内容 レンタルスペースのマッチングプラットフォーム

「インスタベース」の運営

コミュニティイベントサービス「TOIRO」の運営

People

Office

Service

28

03 Rebaseについて
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佐藤 海 代表取締役

Kai Sato

法政大学キャリアデザイン学部に入学後、
大学を休学しシリコンバレーへ渡米。

De Anza Collegeにてビジネスの勉強をする傍ら、
様々なスタートアップにインターンとして参加し、
約3年間の留学生活で経営や起業の知見を得る。

留学中に法政大学を卒業し、帰国後の2014年4月に
株式会社Rebaseを設立。

29
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佐藤 海
Kai Sato

代表取締役 プロダクトマネジメントディレクター
兼 デザインディレクター
兼 ピープル＆カルチャーディレクター
2014年4月　当社創業、取締役就任
2016年4月　当社代表取締役就任

髙畠 裕二
Yuji Takabatake

取締役

エンジニアリングディレクター
2014年4月　当社創業、取締役就任

石田 アレックス
Alex Ishida

取締役

グロースディレクター
2017年6月　当社取締役就任

大辻 琢磨
Takuma Otsuji

取締役 ビジネスディレクター
兼 コーポレートディレクター
2017年8月　当社入社
2021年7月　取締役就任

Hisataka Hiragochi

平垣内 久隆

社外取締役

Eiji Watanabe

渡辺 永二

常勤監査役（社外）

Toru Iwadate

岩館 徹

非常勤監査役（社外）

Yoshinobu Koyama

小山 嘉信

非常勤監査役（社外）

公益財団法人日本海事センター業務執行理事（理事長）
2022年6月　当社社外取締役就任

株式会社ファブリカコミュニケーションズ　取締役
株式会社メディア4u　取締役
Sparkle AI株式会社　取締役
2021年6月　当社監査役就任

弁護士
長島・大野・常松法律事務所　パートナー
東京大学法学部非常勤講師（民法）
2022年6月　当社監査役就任

ピルボックスジャパン株式会社　取締役
株式会社インサイトテクノロジー　取締役
2021年6月　当社監査役就任

高橋 隆太
Ryuta Takahashi

ディレクター
ファイナンスディレクター
2020年7月　当社入社
2024年4月　ディレクター就任

30
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掲載スペース数

日本国内 No.1

39,000件超

日本最大級のレンタルスペースのマッチングプラットフォーム

時間単位や１日単位でフレキシブルに使えるレンタルスペースが全国で予約可能

33

instabase（インスタベース）とは03

※　掲載スペース数は2024年11月13日時点の実績となります。
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（手数料控除）

予約

スペース利用者 スペース掲載者

スペース利用料

2

3

掲載1

スペース利用料5

スペース提供4

当社の売上は、インスタベース上で成立した予約に対する手数料のみ

残りの大半の金額を月末締め・翌月末払いでスペース掲載者へお支払い

03

34

インスタベースのビジネスモデル
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初期費用 　 円
月額掲載料 　 円
システム利用料 　 円

登録料 　 円

月額会員費用 　 円

その他手数料 　 円

スペース利用料 のみ 成約手数料 のみ

スペース掲載者

0
0
0

0
0
0

スペース利用料に対して最大35%の手数料率その他に発生する料金は一切なし

スペース利用者

初期登録料や月額掲載料など一切ない ｢完全成果報酬モデル｣

わかりやすくシンプルな料金体系で利便性の高いサービスを提供

03 ユーザーに寄り添った料金体系

35
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ビジネス

レッスン・講座
趣味・遊び・パーティー

勉強・読書

スポーツ・
フィットネス

美容・セラピー

撮影・収録

その他

ウェブマーケティングを中心とした効率的な集客で、幅広い利用用途で予約数を最大化

利用目的に応じて選べる多種多様なスペースを全国で39,000件以上掲載

03 幅広い利用用途でマッチング効率を追求したプラットフォーム

国内No.1の掲載スペース数
全国47都道府県に展開（2024年11月13日時点）

39,000 件以上 

成長を続けるサイト集客力
セッション数の合計（2023年10月〜2024年9月）

2,900 万人以上 

日本人の約５人に１人以上がインスタベースにアクセス

多種多様で幅広い利用用途
利用数における利用用途の比率（2023年10月〜2024年9月）

36
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創業時より日常的に場所を必要とする利用用途の開拓に注力

既存ユーザーによるリピート利用で安定的な成長基盤を構築

03 リピート率の高い利用用途で安定的な成長を実現

ビジネス

 74 % 

勉強・読書

 70 % 

レッスン・講座

 76 % 

趣味/遊び/パーティー

 68 % 
スポーツ・フィットネス

 76 % 

美容・セラピー

 84 % 

撮影・収録

 55 % 

その他

 67 % 

全体平均リピート率 72%

※　リピート率とは、同一用途で２回以上予約している方による予約数の割合。2023年10月から2024年9月の実績

37



© Rebase, Inc. All Rights Reserved.

ビジョンとミッションの実現のため、創業時の原体験を強みに生産性の高い経営体制を構築

強みを生かした事業拡大サイクルを循環させることで持続的な成長が可能に

03 インスタベースの成長を支える当社の強み

※　UI/UXとは、User Interface/User Experience の略称。UIはWebサービスやアプリケーションなどにおいて、ユーザーの目にふれるすべてのものを指し、UXはユーザーが商品やサービスを通じて得られる体験のことを指します

開発力

自社内でのプロダクト開発

豊富なデータアセット

裾野の広い利用者

バラエティに富んだスペース

予約マッチングデータ

集客力

データドリブンな集客ノウハウ

D N A

ユーザーファースト

効率性重視

コスト意識

ケイパビリティ インスタベースの拡大サイクル

本当に場所に困っているヒトをターゲッ

トにした集客

サイト訪問者をしっかりと

コンバージョンするUI/UX

日常利用される幅広い用途での

スペース利用

多種多様なニーズに対応した

スペースの掲載

高いリピート率を基盤にした

効率的なサイト運営 （利益創出）

各要素への再投資が可能に
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トイロは、これまでにない新たなイベント体験を提供するコミュニティイベントサービス

身近なところで開かれている様々な催し物がトイロひとつで確認できるように「コト（体験）」のシェアを加速

03 TOIRO（トイロ）とは

40
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既存サービス ｢インスタベース｣ を主軸に周辺領域へ新規サービスを展開

各サービスが相乗効果を生み、さらなる成長を促進

03 新たなサービス展開

主催者

「コト」と「場」

をマッチングする仕組み

「人」と「コト」

をマッチングする仕組み

スペース利用者 スペース掲載者

参加者

41
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本資料には、将来の見通しに関する情報が含まれています。

これらの記述は、現在、一般的に認識されている経済・社会等の情勢および

当社が合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されたものであり、

リスクや不確実性を含むものであります。

当社として将来の結果や業績を保証するものではないことにご留意ください。

当該見通しに関する記述と実際の業績の間には、経済状況の変化やお客様のニーズおよび

嗜好の変化、他社との競合、法規制の変更等、今後の様々な要因によって、大きく差異が発生する可能性があります。
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本資料の取り扱いについて




